
■ セミナーで学べること
●現代のビジネス環境における共感型リーダーシップの重要性
●共感力向上のための具体的スキル
●チームワークと組織の生産性向上

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

１日
10:00

時間

17:00

■ ねらい
目的：参加者の共感力を向上させ、多様性が重視される現代社会において
　　　効果的な1対1のコミュニケーションスキルを学びます。
　共感力を磨き、多様性を尊重し合える職場文化の醸成に貢献できるようになるコ
ツを学びます。

■ 会期・開催形態（会場） ※確定した会場のご案内は、参加証の送付時に行います。

2026年  8月26日（水）※会場（東京）
2027年  2月25日（木）※会場（東京）

1. 共感とは何か
•FBIの捜査テクニックとしての共感と称賛
•リーダーシップにおける共感の重要性
■事 例  アップル、マイクロソフト、グーグルのCEOのリーダーシップスタイル変化

•「教官型」から「共感型」リーダーシップへの移行理由
•共感がもたらす影響
•■演 習  アクティブリスニング演習

2. シンパシーとエンパシー
•2種類の共感の違いを理解する
•脳科学の観点から見る共感のメカニズム
•■演 習  エンパシーの向け方演習

3. 共感力トレーニング3つの柱
(1) 事実を事実として見る

• 話す言葉は9割が解釈である
•客観的な状況把握

(2) 感情を聴く（ピーク&エンド）
•感情体験の理解

(3) 意図を理解する
•相手の本当の目的を探る
•■演 習  在り方ワーク演習

4. 総合演習とフィードバック
•■演 習  事実診断テスト
•■演 習  部下からの相談ケーススタディ：実践的な問題解決
•■演 習  ペアでエンパシーを向けあう：相互理解の深化

5. まとめ・決断する力
•共感からくるリーダーシップ
•イノベーションを生む決断方法
•本日のまとめ

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

■定　員 24名

～共感力を高め、信頼関係を深めるコミュニケーションを習得～33 1日 各種検索サイトで
セミナーID JMA152629 検 索

■ 対　象
●部下やメンバーと円滑にコミュニケーションを取り、信頼関係を築きたい方
●相談を受ける機会が多く、適切な対応や共感的な聞き方を身に付けたい方
●相手の考えやニーズを的確に理解し、社内外の協働や交渉を円滑に進めたい方

■講　師 岩村 誠司
一般社団法人日本エンパシー協会
代表理事■コミュニケーション 　共感力トレーニングセミナー

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

■ 参加料（税込）

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

68,200円／ 1名
80,300円／ 1名

～納得を得る話の組み立て方を習得～

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。

１日
9:30

時間

17:30

■ ねらい
ビジネスにおいては、相手方にこちらの話の内容を正しく理解してもらい、行動

に移してもらうことが大切です。相手の行動を促すためには、話が論理的であること、
相手の共感や納得を

得られること、印象に残ることなどが求められます。
本セミナーは、実際にコンサルタントも使っている、話の組み立て方や、相手に

合わせた効果的な伝え方など、「説得力のある伝え方」のための技術、方法、フレー
ムワークを修得するプログラムです。

■ 会期・開催形態（会場）
2026年  8月27日（木）※オンライン
2027年  2月26日（金）※オンライン

1. はじめに
•研修の目的／各自の目標設定
•自己紹介演習

2. 説得力のある話の基本
(1)ロジックとエモーション
(2)伝わる話と伝わらない話の違い－現状チェック

3. 論理的思考
(1)優先順位をつける
(2)論理展開の基本－So what? Why　so?
(3)情報を整理する－3点整理

4. 共感的アプローチ
(1)目的とゴールの確認
(2)相手のプロフィール整理

•聴き手の疑問、質問、懸念の洗い出し
(3)提案を相手目線でアピール
－FABフレームワーク／ Feature, Advantage, プロフィール, Benefit
(4)裏付け、根拠、データの準備

5. 総合演習
－上司・部下・他部門・関係者への説明/依頼/提案/説得
(1)シナリオ作成－短く、インパクトを持って話す
－PREPフレームワーク/Point,　Reason,　Example,　Point
(2)言葉の選び方と言い回しの工夫、好印象の話し方/言葉の選び方
(3)ロールプレイと相互フィードバック

6. 今後のアクション
早速実行すること／早速やめること

68,200円／ 1名
80,300円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

■ 参加料（税込）

※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

■定　員 24名

34 1日 各種検索サイトで
セミナーID JMA152742 検 索

■ 対　象
●「話が長い、あいまい、一方的」から卒業したい方
●「相手にささる」伝え方を学びたい方
●「周りを巻き込む」仕事をする立場の方
●今以上に「説得力」を身に付けたい方

■ ゴール
●相手の“納得”につなげる論理的な思考のポイント、

話の組み立て方のキホンを理解する
●相手の“共感”を高めるためのアプローチ、コツを身に付ける
●聴き手に合わせた説得力のフレームワークを習得する
周囲を巻き込む説得力で「話が長い、あいまい、一方的」からの脱却

■講　師 大串 亜由美
株式会社グローバリンク
代表取締役

■説明力・伝達力    コンサルタント直伝！
 人を動かす伝え方セミナー

時間 １日
10:00

16:30

1. VUCA時代に求められるリーダーシップ
(1)多様化する価値観とリーダーシップの変遷
(2)変化激しい時代のオーセンティックリーダーシップ
(3)世代別の価値観と傾向
(4)私らしいリーダーシップスタイルを考える　■個人演習

2. 組織風土とエンゲージメント向上のポイント《①巻き込み力》
(1)やる気後進国日本 ～燃えない心をどう燃やす？～　■ワーク
(2)会社と個人の成長が重なり合う職場づくり
(3)組織風土は見えざる資産　～上司・リーダーの影響度を考える～
(4)エンゲージメントの高いチームづくりのためにできること
(5)こんな場合どうする？■ケーススタディ 

3. フィードバックと心理的安全が機能する職場《②対話力》
(1)1 on 1ミーティングの中に見る「心理的安全」
(2)フィードバックと談論風発
(3)自分の強みを生かしたコミュニケーション
(4)観察力・傾聴力・想像力を駆使する　■ワーク
(5)フィードバック演習　■ロールプレイング 

4. 問題発見と論理的思考《③問題解決力》
(1)視野・視座・視点を拡げる
(2)なぜ論理的思考が必要なのか
(3)「論理的思考」と「創造的思考」のバランス
(4)実践① 問題解決のプロセスを学ぶ　■ケーススタディ
(5)実践② 論理的思考を活用する　■ケーススタディ

5. パフォーマンスを上げる《④セルフマネジメント力》
(1)リーダーシップの第一歩は「自分自身をマネジメントすること」
(2)セルフマネジメントの方法　■個人ワーク
(3)ABC理論で受け止め方を変える
(4)レジリエンス力を高める
(5)自分の人生の充実度を考える　■個人ワーク

■定　員 30名

【今求められるリーダー像】に必須のヒューマンスキルを身につける32 1日 各種検索サイトで
セミナーID JMA152339 検 索

■講　師 菓子田 圭子
㈱ビジネスプラスサポート
人財育成プロデューサー

■コミュニケーション 　リーダーのための問題解決能力
養成セミナー ～ヒューマンスキル編～

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

68,200円／ 1名
80,300円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

■ 参加料（税込）

1つの業務に注力できる人数は減り、業務は多量化・多様化する時代。
問題を解決し結果を出すためにこれまで以上に大切になってくるの

は、チームワーク、そしてチームや部署を飛び越えて他者と協力するた
めの「巻き込み力」です。

本セミナーでは問題発見・解決に必須となる周りを巻き込む力・リー
ダーシップ発揮、そのベースとなる「４つの力」

・巻き込み力
・対話力
・問題解決力
・セルフマネジメント力

の習得を図ります。

■ 特長・ねらい ■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

●係長、主任クラスの方
●新たにリーダーシップを発揮する役割を任されたばかりで、リーダーシ

ップの基本的なスキルやフィードバック方法を学びたい方。
●既にチームや部署のリーダーとして活動しているが、さらに巻き込み力

やリーダーシップを強化したいと考えている方。
●プロジェクトの成功に向けてチームを効果的に巻き込み、円滑なコミュ

ニケーションや問題解決を行いたいと考えている方。

■ 対　象

2026年  9月  2日（水）※オンライン
12月10日（木）※オンライン

■ 会期・開催形態（会場）

時間 １日
10:00

16:30

1. 「考える力」とは
(1)自分の思考傾向を知る
■個人ワーク
(2)「創造的発想」と「論理的思考」のバランス
(3)あなたの「思考力・想像力・判断力」チェック
■チェックリスト 
(4)思考を訓練すれば仕事のスピードと質が上がる
(5)思考の基礎になる7大意識

2. 思考力：問題発見と論理的思考
(1)問題と課題
(2)実践①　問題解決のプロセスを学ぶ
■ケーススタディ 
(3)結果には必ず原因がある
(4)実践②　論理的思考を活用する
■ケーススタディ 

3. 想像力：展開を想像する
(1)視野・視座・視点を広げる
(2)思考のクセを知る
(3)実践③　自分の仮説と解決方法を考える
■ケーススタディ 

4. 判断力：対応力を上げて自主行動型へ
(1)優先順位づけでやるべき事を明確にする
(2)実践④　優先順位をつける
■ケーススタディ

5. 自分の成長につながる「考える力」
(1)思考を育てる
(2)「考える力」が自分の成長を促す

■定　員 12名

リーダー必須の「6つの能力」のうち、「問題解決能力」に焦点を当てたコースです。31 1日 各種検索サイトで
セミナーID JMA152340 検 索

■講　師 麻野 由佳
㈱ビジネスプラスサポート
人財育成プロデューサー

■問題・課題解決力 　リーダーのための問題解決能力
養成セミナー ～思考力・想像力・判断力強化編～

※内容は、変更される場合があります。また、進行の都合により時間割が変わる場合がございます。あらかじめご了承ください。
※参加料にはテキスト（資料）費が含まれております。
※昼食の提供はございません。（各自でご用意ください）

68,200円／ 1名
80,300円／ 1名

日本能率協会法人会員
上 記 会 員 外

■ 参加料（税込）

本セミナーでは、「考える力」を総合的に理解し、実践を通じて実務で応
用できるようになることを目指します。
１．自分の思考傾向を理解する

自分の思考パターンを把握し、それに基づいて改善点を見つけること
を目指します。

２．思考力・想像力・判断力の向上
各種チェックリストやケーススタディを通じて、問題発見、論理的思
考、創造的発想、そして判断力を養います。

３．仕事のスピードと質を向上させる
思考の訓練によって仕事の効率と成果を向上させる方法を学びます。

■ 特長・ねらい ■ プログラム （昼休み12:00 ～ 13:00）

●係長、リーダークラスの方
●状況を踏まえて、展開を想像する能力を高めたい方
●変革期において、対応力を上げて自律型の行動を身に付けたい方
●経験学習サイクルを活用して、自身の成長を促進させたい方

■ 対　象

2026年10月23日（金）※オンライン
2027年  2月24日（水）※オンライン

■ 会期・開催形態（会場）

※プログラム内容に関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）1955　【e-mail】kaisou@jma.or.jp ※申込みに関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）6271　【e-mail】seminar@jma.or.jp




